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高知大学地域連携推進センター 

【背景と現在までの経緯】 

2016 年 4 月 大豊町産業建設課から高知大学嶺北 UBC に相談があり、大豊町の特産品

「碁石茶」を全国に PR する取り組みを検討。 

→ 協議を進めていく中で、製品 PR（潜在需要の掘り起し）のみでなく

メディアに注目され全国的に碁石茶が注目を浴びる中、碁石茶の生産

量の拡大（供給量の拡大と体制強化）が必須であることから、全国か

ら生産ピーク時の担い手確保の企画を合わせて提案。 

→ 嶺北地域（本山町）で高知大卒業生と学生が立ち上げを支援してい

た地域支援 NPO「ONE れいほく」とも連携し（6 月に NPO 法人化）、産学

官民の連携で碁石茶の生産の担い手を拡大させる事業計画を立案・協

議。 

2016 年 5 月 「碁石茶親衛隊」を企画し、広報を開始（ブログ等を中心）。 

2016 年 6 月 NPO 法人 ONE れいほく設立。大豊町からの委託を受けて運営。 

 「大豊町農村集落活性化支援事業：特産物販売戦略委託業務」開始。 

【実施期間】 

2016 年 6 月 19 日〜8 月 25 日 

【参加者】 

計 10 名（うち県外から 6 名）が碁石茶親衛隊に参加 

A 隊（5 名）、B 隊（5 名）の 2 班を構成して実施。 

【親衛隊の主な活動内容】 

・大豊ゆとりファームの碁石茶生産の手伝い 

・大豊ゆとりファームのクールベジタブル生産の手伝い（雨天の時など） 

・嶺北地域での地域活動への参加（地域イベントや先輩移住者とのつながり・ネットワ

ークづくりなど。） 

【親衛隊の活動によっての成果】 

・生産量の増加： 碁石茶の生産量が前年度比で 2.25 倍増加した。 

・移住者の増加： 実施後から 2016 年 12 月 31 日までで、 

参加者 10 名のうち、7 名が嶺北地域に移住。 

・地域の方のモチベーション向上につながった。 
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